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磁気応用技術シンポジウム第26回

※次世代自動車技術シンポジウム共通

※次世代自動車技術シンポジウム共通
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※次世代自動車技術シンポジウム共通

※次世代自動車技術シンポジウム共通

■1 ワイヤレス給電システム開発の取り組みについて
・ダイヘンの概要　　・産業機器向けワイヤレス給電システムについて
・EV向けワイヤレス充電システムについて

鶴田 義範　㈱ダイヘン ワイヤレス給電システム部 部長

■2 高周波MHz帯WPTシステム設計
・WPTシステム設計　　・高効率最適化
・高周波動作

関屋 大雄　千葉大学 大学院工学研究院 数学情報科学専攻情報科学コース ／ 工学部情報工学コース 教授

3 ワイヤレス電力伝送コイルの小型・軽量・高効率化技術
・リッツ線の選定方法　　・85kHz帯電力伝送コイル
・ISMバンド帯電力伝送コイル

水野 勉　信州大学 工学部 電子情報システム工学科 教授

■1 磁界解析における材料モデリング技術
・磁気特性モデリングの基礎　　・磁気ヒステリシスと磁気異方性
・各種励磁条件下での精度検証

髙橋 康人　同志社大学 理工学部 電気工学科 准教授

■2 並列有限要素法による大規模解析事例
・京コンピュータによる大規模磁界解析　　・MPI/OpenMPによる三次元有限要素法のHybrid並列計算
・かご形誘導電動機の横流解析

山口 忠　岐阜大学 工学部 電気電子・情報工学科 准教授

3 磁気回路法による損失解析技術
・磁気回路における鉄損算定の基礎　　・ヒステリシスを表現可能な磁気回路モデル
・最新の損失算定事例紹介

中村 健二　東北大学 大学院 工学研究科 教授

■1 磁束密度の高いナノ結晶磁性材料の創成と磁気デバイスへの応用
・非平衡軟磁性材料の特性と特徴　　・粉末の創成と成形
・薄帯の創成と磁気応用

髙橋 亨　㈱東北マグネットインスティテュート 第2技術部 部長

■2 圧粉磁心を用いた薄型・高トルクなアキシャルギャップモータの開発
・圧粉磁心の高性能化と高付加価値化　　・薄型モータにおける圧粉アキシャルの優位性実証
・圧粉成形、モータ組立を考慮したコア形状の検討とモータ性能への影響

齋藤 達哉　住友電気工業㈱ アドバンストマテリアル研究所 機能材料研究部 博士（工学）

3 金属光造形複合加工機の事例と最新技術
・金属光造形複合加工の技術的背景　　・アプリケーション例
・今後の方向性

緑川 哲史　㈱松浦機械製作所 技術本部 AMテクノロジー ゼネラルマネージャー

■1 電気自動車用電磁鋼板の材料特性と最新技術動向
・電磁鋼板の材料特性　　・用途に応じた電磁鋼板への要求特性
・モータ使用時の電磁鋼板磁気特性変化

脇坂 岳顕　新日鐵住金㈱ 技術開発本部 鉄鋼研究所 電磁鋼板研究部 主幹研究員

■2 高効率モーター用磁性材料技術研究組合の取り組み
・NEDOプロジェクト「次世代自動車向け高効率モーター用磁性材料技術開発」の成果
・永久磁石と軟磁性材料の開発　　・モータ実装を想定した磁性材料の磁気特性変化

尾崎 公洋　（国研）産業技術総合研究所 磁性粉末冶金研究センター 研究センター長

3 パワーエレクトロニクス励磁における磁気特性の計測技術
・磁気計測の方法　　・コアロス測定
・DCバイアス測定

長浜 竜　岩崎通信機㈱ フィールドサポート担当課長

■1 車載半導体の歴史と磁気センサの進化
・環境問題への対応、交通事故低減への取組みと車載半導体デバイス
・車載用半導体センサ(周辺監視センサ)の進化　　・車載用磁気センサの進化

磯部 良彦　㈱デンソー 先端研究2部

■2 薄膜電力センサ（SIRCデバイス）
・電力センサの原理　　・電力センサの応用
・次世代電力センサ(乗算デバイスへの応用)

辻本 浩章　大阪市立大学 大学院 教授 ／ ㈱SIRC 取締役会長

3 ワイヤレスセンサを巡る期待と諸問題
・ワイヤレス化の効用
・ワイヤレス化に伴う諸問題

小林 彬　（一社）次世代センサ協議会

■1 ネオジム焼結磁石の動向
・ネオジム焼結磁石を取り巻く状況　　・Dyフリー化技術　　・粒界拡散技術と新ラインナップ

土井 祐仁　信越化学工業㈱ 磁性材料研究所 第二部開発室 室長

■2 高磁力高耐熱サマリウムコバルト磁石とその応用
・高鉄濃度化技術　　・量産技術開発　　・開発品の特性と応用展開

桜田 新哉　㈱東芝 研究開発本部 研究開発センター 機能材料ラボラトリー 研究主幹

3 希土類原料の供給最新事情
・日本の輸入通関統計より　　・中国の輸出通関統計より　　・希土類15元素の需給バランスについて

大橋 正広　㈱三徳 資材部 部長

4 ポストネオジム磁石の可能性と課題
・磁石材料の簡潔な歴史　　・基礎的観点からの可能性と課題　　・現実の磁石材料における課題と解決法の考察

小林 久理眞　静岡理工科大学 理工学部 物質生命科学科 学科長 教授

ワイヤレス給電 ～コイルからシステムまで～

磁界解析の基礎と最新適用事例

次世代磁気応用デバイスの材料・製造面の重要技術 ～Additive manufacturingとflexible成形

電気自動車用最新の軟磁性材料とそのための計測技術

次世代車載用磁気センサ技術 ～電動化と自動運転に向けて～

永久磁石の最新動向 ～EVシフト/電動化に向けて～

Ｃ：居村 岳広　東京大学 工学系研究科
電気系工学専攻 特任講師

Ｃ：山寺 秀哉　㈱豊田中央研究所 システム・エレクトロニクス3部
エネルギーデバイス研究室 主任研究員

Ｃ：藪見 崇生　㈱ダイドー電子 経営企画部 次長

Ｃ：山田 外史　公立小松大学 生産システム科学部
生産システム科学科 教授

Ｃ：藤﨑 敬介　豊田工業大学 大学院 工学研究科 教授

Ｃ：藤原 耕二　同志社大学 理工学部 電気工学科 教授

　ワイヤレス給電におけるコイルの高効率化からシステム製作まで、基礎
から最新情報を含めて学びたい方向けのセッションです。まず、ダイヘンの
鶴田様から、AGVのワイヤレス給電の商品化に引き続き、世界で初めて最
大11kWの大容量で急速充電を可能とする電気自動車向けのワイヤレス充
電システムを実現し、今年春に販売予定のシステムについて紹介して頂き
ます。次に、次世代のワイヤレス給電に欠かせないMHz帯のシステム製作
についてきれいに体系立った説明を千葉大関屋先生からして頂きます。最
後に、ワイヤレス給電の核であり、かつ、難関とされるコイルの高効率化な
どについて信州大学水野先生から紹介して頂きます。
　今のワイヤレス給電の姿と将来ビジョンなどの一通りの知識を得ること
ができますので、奮ってご参加下さい。

　次世代自動車では、電動化と自動運転が益々進み、これらを制御する上
で車載センシングシステムが重要になってきています。センシングシステム
を構成する車載センサとして、非接触・高精度・高応答性・容易装着性の特
徴を有する磁気センサは、次世代自動車でも数多く使用されると期待され
ています。
　本セッションでは、最初に、車載用磁気センサを理解する上で、①車載
半導体の歴史と磁気センサの進化、次に、電動化の制御のために必要な次
世代磁気センサとして、②薄膜電力センサ(SIRCデバイス)、最後に、自動
運転で要求される次世代磁気センサとして、③ワイヤレスセンサを巡る期
待と諸問題、について紹介します。

　低炭素社会を構築するため、EVシフト／電動化が世界的に大きな流れ
となっています。このEVシフト／電動化の動力源には、モータが必須とな
ります。動力源に用いるモータには小さな容積での高出力と高効率が同時
に求められます。この要求を達成するには、高性能な磁石が必須となりま
す。とくに、ネオジム磁石は既に、広く適用され、将来にわたり、主流の磁
石と想定されます。このような状況において、本セッションでは、動力源と
して使用するモータへ適用できるネオジム焼結磁石とサマリウムコバルト
磁石のご紹介をしていただきます。
　さらに、磁石の原料として重要な、希土類原料の動向とポストネオジム
磁石に関してご紹介していただきます。磁石の最新動向を理解して頂くと
同時に、磁石を取巻く状況、磁石への期待などを理解していただければと
考えております。

　モータなどの小型化・高性能化は、電気機器の材料開発、製作技術に課
せられた普遍的な課題です。この課題に対して、今日多くの革新的な技術
がトライし、将来の必須技術を目指し挑戦しています。
　本セッションでは、革新的材料から重要電気機器製造に関して　①薄帯
サンプルならびに粉体サンプルのナノ結晶磁性材料によるパワーデバイス
ならびにモータの開発　②三次元形状を金型にてネットシェイプ（最終形
状製品）の製造の可能な圧粉磁心による複雑形状の薄型モータ　③製造
技術等で困難であった3D構造体を作成可能とする3Dプリンタの概要と
最新動向　の3点について講演を頂きます。
　本セッションの3講演の革新技術は新たな磁気応用製品の新構造、製造
技術を一新できる可能性があります。

　電気自動車の駆動源としてのモータには、大きな磁束密度を得るために軟
磁性材料が使用されています。電気自動車のモータは機上置きであるために
これまで以上の低鉄損小型化が求められているために、電磁鋼板自体の開発
状況を把握し、それをモータに応用した時の特性、そして磁性材料の実使用
条件での評価技術が必要な要件といえます。
　そこで今回、高効率なモータを得るための軟磁性材料とそのための計測技
術についてセッションを開催することにしました。まず電磁鋼板の最新の材
料について紹介しその磁気特性について論じていただきます。その後モータ
駆動時の特性評価をプロジェクトで研究開発した内容を紹介します。最後に
モータの実用使用条件であるパワーエレクトロニクス励磁での磁気計測技術
について述べていただきます。これにより、軟磁性材料への理解が深まり更
なる高効率小型化につながる技術になるものと考えています。

　自動車の電動化に伴って、モータやリアクトルなどを対象として磁界解析のさ
らなる高度化に対する要求がますます厳しくなっており、その要求に応えるべ
く、磁界解析法も着実に進展している感があります。しかしながら、開発・設計の
現場に導入され、活用されるまでには相当な時間を要しているように思います。
　そこで本セッションでは、磁界解析法開発を強力に牽引している研究者をお招
きし、鉄芯材料を有する機器の特性解析においては永遠の課題であるヒステリ
シス現象の実用化技術、一昔前には実施不可能であった超大規模詳細計算技
術、および単なる磁界解析だけではなくその後の制御を強く意識し、電気回路と
の連成が容易でかつ有限要素法に代表される場の数値解析法に比べて格段に高
速な磁気回路解析法について、最新の成果をご紹介戴きます。是非、本セッショ
ンにご参加戴き、開発・設計ツールとしての磁界解析技術に関する最近の進展状
況をご実感ください。

自動運転を支えるセンシング技術①

鉄道におけるセンシング技術活用

自動運転を支えるセンシング技術②

ヒューマンセンシング最新動向

Ｃ：各務 学　㈱豊田中央研究所 システムエレクトロニクス1部
環境センシング研究室 主席研究員

Ｃ：各務 学　㈱豊田中央研究所 システムエレクトロニクス1部
環境センシング研究室 主席研究員

Ｃ：水間 毅　東京大学 大学院 新領域創成科学研究科
先端エネルギー工学専攻 特任教授

Ｃ：中村 裕一　京都大学 学術情報メディアセンター
工学研究科 電気工学専攻 教授

　2020年代の実用化を目標として、自動車メーカーはもちろん、エレク
トロニクスメーカー、IT企業等様々な企業において、自動運転車開発の
取り組みが、熱心に進められています。自動運転には、その安全性を確保
するために、ADASとは質的に違う技術が求められ、特にセンシングに
ついては、より高次元なシステムが要求されます。
　このセッションではまず、日産自動車の寸田様と本田技術研究所の藤原様
から、わが国を代表する自動車メーカーとしての自動運転技術の先進的取り
組み状況についてご紹介頂きます。その後、デンソーの青木様から、自動
運転を支えるセンシング技術と、複雑さが増しているセンサーフュージョン
の事例についてご紹介頂きます。自動運転技術の最新の動きについて、
ご理解頂けるでしょう。

　自動運転システム実用化の鍵となる技術は、センシングといっても過言
ではありません。何よりも安全で、快適な運転を可能にするためには、多様な
センサーの一つひとつが、正確に機能する事が絶対条件となります。
　このセッションでは、まずオン・セミコンダクタ―の武藤様から、自動
運転で要求される、高次元な安全性を担保できるセンシング技術について、
三菱電機の田中様から、より高精度な制御を目指すインフラ型システムの
開発について、またソニーセミコンダクタソリューションズの岩本様から、
「車の眼」として高度に機能する車載向けイメージセンサーの最新技術に
ついてご紹介頂きます。自動運転を支える、センシング技術の最新動向を
確認頂けるでしょう。

■1 センサネットワーク技術とものづくりにおける活用可能性
・IoT実用化に向けての課題　　・工場IoTに求められる要件とジレンマ
・センサネットワークモジュール及び事例紹介

稲垣 一哉　アルプス電気㈱ 営業本部 民生・新市場業務部 1G グループマネージャー

■2 IoTを活用した作業分析について
・ものづくりにおけるIoTの活用　　・現場IoT7つ道具　　・作業分析領域のデジタル化の現状と今後

松本 賢治　㈱日本能率協会コンサルティング デジタルイノベーション推進本部 本部長 シニアコンサルタント

3 作業行動センシング技術で実現する働き方改革
・東芝のアナリティクスAI SATLYS ・アナリティクスAIとIoTを用いた作業の見える化技術
・作業の見える化の働き方改革への活用事例

山中 泰介　東芝デジタルソリューションズ㈱ ソフトウェア＆AIテクノロジーセンター 
ディープラーニング技術開発部 開発第二担当 グループ長

■1 工場IoT化に貢献するロームのセンシング技術
・IoT化の課題　　・ロームのセンシング技術
・マシンヘルスモニタリング事例

小宮 邦裕　ローム㈱ 産機戦略部 IoTセンサソリューション課

■2 産業用ロボットにおける三菱電機のセンシング技術
・ものづくり現場におけるロボットの動向　　・セル生産向け知能化ロボットにおけるセンシング技術
・最新の取組み紹介（IoT、AI 技術等）

奥田 晴久　三菱電機㈱ 先端技術総合研究所 センサ情報処理システム技術部 画像認識システムグループマネージャ

3 製造・保守現場におけるメディア認識技術活用
・人/機械/材料の観点からの現場分析　　・現場改善のための画像認識技術活用
・人行動解析技術による作業支援

永吉 洋登　㈱日立製作所 研究開発グループ デジタルテクノロジイノベーションセンタ

■1 日産自動車の自動運転技術の取り組みについて
・日産自動車の安全への取り組み　　・運転支援システムの技術紹介
・自動運転技術の開発状況

寸田 剛司　日産自動車㈱ 電子技術・システム技術開発本部 AD&ADAS先行技術開発部 主管

■2 ホンダ自動運転システムにおけるセンシング技術
・ホンダ自動運転のセンシングシステム構成
・SIPデモのPRと首都高走行におけるセンシングの課題　　・その課題からみえる自動運転センシング技術の開発方向性

藤原 幸広　㈱本田技術研究所 四輪R&Dセンター 統合制御開発室 ADブロック

3 高度運転支援・自動運転を支えるセンシング技術
・車外を監視する車載センサの概要　　・ミリ波レーダ、レーザレーダ、カメラによる検出事例
・センサーフュージョンの事例

青木 豊　㈱デンソー 研究開発1部 センシングシステム開発室 開発4課 課長

1 自動運転の安全性を実現するセンシングシステム
・ADASと自動運転（AD）とで求められる安全性の違い　　・ADシステムとセンサー素子での要求の違い
・センサー素子に必要な機能

武藤 功二　オン・セミコンダクター  ディレクター  オートモーティブ・ビジネスディベロップメント

■2 三菱電機が取り組む自動運転技術～インフラ型システムの開発
・高精度測位と高精度地図による自動運転技術　　・準天頂衛星を活用した高精度測位技術
・公道での実証実験状況

田中 英之　三菱電機㈱ 自動車機器開発センター ADAS 技術部 予防安全システム開発グループ マネージャー

3 ■クルマの可能性を拓く最先端イメージセンサ技術
・ソニーのイメージセンサの歴史　　・クルマにおけるイメージセンシングの可能性
・車載向けイメージセンサの最新技術

岩本 真司　ソニーセミコンダクタソリューションズ㈱ 車載事業部 車載事業企画部 事業推進課 統括課長

■1 鉄道の安全を支えるセンシング技術 －現状と今後の動向－
・鉄道において利用されているセンシング技術による列車制御
・鉄道において利用されているセンシング技術による安全監視
・鉄道分野におけるセンシング技術活用の今後

水間 毅　東京大学 大学院 新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 特任教授

■2 鉄道におけるセンシング技術活用事例(仮)
・LiDAR技術活用事例　　・3D CAMERA技術活用事例

増井 延晃　ジック㈱ TL/BA営業部 部長

3 駅ナカセンシングソリューション
・3D 距離画像センサとは　　・3D 距離画像センサを用いたセンシングソリューション
・画像解析技術を用いたセンシングソリューション

笠井 貴之　日本信号㈱ 統括技術部 SS技術部 課長

■1 場の雰囲気を可視化するセンシング技術 
・村田製作所のIoTへの取り組み　　・仮想センサープラットフォーム“NAONA”のご紹介
・新たなセンシングの可能性と“NAONA“の目指す世界

山縣 敬彦　㈱村田製作所 技術・事業開発本部 IoTプロジェクト推進室 推進1課 シニアマネージャー

■2 ビジネス価値向上に向けた人間行動センシング
・名札型ウェアラブルセンサを用いた人間行動計測技術　　・顧客KPI の向上に寄与する人間行動分析技術
・ビジネス事例紹介

佐藤 信夫　㈱日立製作所 研究開発グループ システムイノベーションセンタ 主任研究員

3 ヤマハ発動機のLMWテクノロジーと、運転負担軽減効果の定量評価技術
・LMW(Learning Multi Wheel)テクノロジーの特徴　　・LMW車両による運転負担低減効果の定量的評価事例
・運転者の有効視野サイズ推定の基づく、運転負担の定量評価技術

森島 圭祐　ヤマハ発動機㈱ 先進技術本部 研究開発統括部 先進技術研究部 ヒューマン技術グループ 主事

工場IoTを実現するセンシング技術①

工場IoTを実現するセンシング技術②

Ｃ：大場 正利　オムロン㈱ イノベーション推進本部
スタートアップ担当部長

Ｃ：大場 正利　オムロン㈱ イノベーション推進本部
スタートアップ担当部長

　あらゆるデータをつなげてリアルタイムに状況を把握・分析する、いわゆる
IoT化が、モノづくりの現場でも急速に進展しています。製造現場で得られる
膨大な量のデータ分析から、生産性・品質の向上だけでなく、開発・設計・
流通・サービスといった製造業のあり方そのものの変革にも繋がる事が期待
されています。その動きの中で、重要な役目を担っているのがセンシングです。
　本セッションでは、アルプス電気の稲垣様から、センサーと通信モ
ジュールの融合による新しい価値創造について、JMACの松本様から、現
場の状態を効果的に見える化・分析する手法について、また東芝デジタル
ソリューションズの山中様から、作業者の動作を推定し、実態を把握・分析
できる技術について紹介頂きます。それぞれ、センシングが重要な働きを
する取り組みで、IoT化に向けたデータ確保には有効と考えられます。

　多くのモノづくり企業で、生産性や品質の向上、自動化、故障予知等を、
自ら考えて管理する工場、いわゆる「スマートファクトリー」を目指した取り
組みが進められています。スマートファクトリーは、工場内の状態を詳細に
把握し、分析する事が必須ですが、それには有効に機能するセンシング
システムの活用によるIoT化が重要となります。
　このセッションでは、ロームの小宮様から、工場内環境・設備のモニタ
リングを中心としたセンシング技術の活用について、三菱電機の奥田様
から、セル生産向け知能化ロボットのセンシング技術について、また日立
製作所の永吉様から、人・機械・材料を総合的に分析する画像認識システム
についてご紹介頂きます。工場内の広範囲な状態把握を可能にするセン
シング技術について、理解頂く事が出来ると存じます。

　近年自動車の自動運転技術開発が進んでおり、実用化が近づいています。
一方で、人や物の大量輸送手段としての鉄道は、社会のインフラ基盤とし
て無くてはならないものです。しかし、軌道内外のインフラ老朽化による
安全性への不安、またトラブルによるダイヤ乱れなど取り沙汰されている
問題があることも事実です。
　本セッションでは、インフラの安全性に着目し、最初に問題提起・総論と
して「現状と今後の動向」をお話し頂きます。次に企業事例として、鉄道の
センシングと駅ナカのセンシングについてご紹介頂きます。鉄道における

「安全性」と「正確なダイヤ」は、鉄道の品質そのものです。世界に誇る正確な
ダイヤ・安全性を支えるセンシング技術の事例を、軌道のみにとどまらず
ホーム上に至るまでご紹介頂きます。

　スマートウォッチの普及により、人間の脈拍測定等ヒューマンセンシング
技術は日常生活で一気に身近な技術となりました。産業面での、ヒューマン
センシング技術の対象は、人間の外面から内面だけでなく周辺雰囲気に
至るまで、と幅広く、人間の作業行動記録やコミュニケーションの状態等の
観測が可能です。そのため、リスクマネジメントや働き方改革促進の期待が
持たれており、技術開発が進んでいます。
　本セッションでは、ヒューマンセンシング技術を用いて、運転負担低減
効果の定量的評価事例や人間の行動を可視化した事例等をご紹介頂き
ます。人の眼や頭等の部位から、人周辺の空間に至るまで、センシング
技術に関する最近の進展状況をご実感ください。
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